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北栄町議会 検 索

「ふって まわって つながって」
９月26日　由良こども園　運動会

2

4庁舎統合に賛否
7ここを う町

政
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借金11億円減26年度
決算



○町債残高内訳（平成27年５月31日現在） （単位：万円）

会　計　名 25年度末現在高 26年度末現在高 増　減　額
一般会計 878,774 842,792 △ 35,982

特別会計

住宅新築資金等貸付 2,643 1,887 △ 756
下水道 1,212,748 1,168,745 △ 44,003
農業集落排水 11,194 10,112 △ 1,082
風力発電 78,286 52,240 △ 26,046
介護保険 992 0 △ 992
合併処理浄化槽 5,016 4,849 △ 167

合　　計 2,189,653 2,080,625 △ 109,028

○基金残高内訳（平成27年５月31日現在） （単位：万円）

内　　　訳 25年度末現在高 26年度末現在高 増　減　額
財政調整基金ほか全16基金 313,018 347,722 34,704

●ふるさと北栄基金事業 １億3389万円
●大栄庁舎ほか空調設備更新 １億3732万円
●緊急防災・減災事業 5648万円
　（防災無線屋外子局８局増設・消防自動車１台更新）
●コナンのまちづくり事業 1869万円
●お試し住宅事業 1084万円
●就農条件整備事業 1463万円
　（パイプハウス・動力機械ほか）
●担い手育成支援事業 3598万円
●社会資本整備総合交付金事業 8479万円
　（町道３路線の改良工事）
●スクールバス管理事業 711万円
　（北条小学校スクールバス１台購入）

こ ん な 事 業 や り ま し た。

一
般
会
計
決
算

　
　
　
飯
田

　正
征

❶
空
き
家
審
議
会
は
、
主
に
机

上
審
議
で
、
現
地
で
の
実
態
調

査
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

❷
各
種
が
ん
検
診
で
、
要
精
密

検
査
と
判
定
さ
れ
た
後
の
精
密

検
査
受
診
率
が
軒
並
み
下
が
っ

て
い
る
。
そ
の
対
応
策
は
。

　
　
　
大
庭
住
民
生
活
課
長

❶
当
初
は
現
地
写
真
と
状
況
資

料
で
審
査
し
て
い
た
。
今
後
は

案
件
が
多
い
が
、
現
地
調
査
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　伊
垢
離
健
康
推
進
課
長

❷
現
在
も
受
診
継
続
中
で
受
診

率
は
上
が
っ
て
い
る
。
下
が
っ

た
の
は
「
大
腸
が
ん
」
の
要
精

密
受
診
で
あ
り
、
個
別
に
受
診

を
促
し
て
い
る
。

　
　
　
田
中

　精
一

❶
周
囲
の
雑
木
が
大
き
く
な

り
、
蜘
ヶ
家
山
山
頂
か
ら
の
眺

望
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
伐
採

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

❷
現
在
、
Ｔ
Ｃ
Ｃ
の
筆
頭
株
主

は
湯
梨
浜
町
と
な
っ
て
い
る
。

せ
め
て
３
町
の
持
ち
株
比
率
を
、

対
等
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
手
嶋
産
業
振
興
課
長

❶
自
然
を
形
成
す
る
大
切
な
樹

木
も
あ
り
、
す
べ
て
伐
採
は
で
き

な
い
。
枯
れ
木
対
策
や
森
林
対

策
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　
　
松
本
町
長

❷
Ｔ
Ｃ
Ｃ
役
員
会
等
で
協
議
し

た
い
。

　
　
　
池
田

　捷
昭

❶
ワ
イ
ン
加
工
用
ぶ
ど
う
の
実

証
栽
培
は
、
成
果
が
得
ら
れ
る

の
か
。
管
理
体
制
に
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

❷
決
算
書
の
公
有
財
産
目
録
に

北
栄
町
持
分
の
北
溟
中
学
校
用

地
が
記
載
し
て
な
い
。
記
載
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
手
嶋
産
業
振
興
課
長

❶
生
産
部
会
の
役
員
８
名
で
維

持
管
理
さ
れ
て
い
る
。
推
移
を

見
守
り
た
い
。

　
　
　
手
嶋
総
務
課
長

❷
北
溟
中
学
校
を
廃
止
し
た
場

合
の
用
地
の
北
栄
町
持
分
「
３

分
の
１
」
は
、
覚
書
を
交
わ
し

て
い
る
が
、
持
分
登
記
は
さ
れ

て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
決
算

書
の
財
産
目
録
に
記
載
し
て
い

な
い
。
何
ら
か
の
形
で
記
載
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
み
た
い
。

問答答問

答答問答答

議会だより北栄 38号
2015年11月3

東新田場から乗る子どもたち

質 疑 あ れこれ

78億7150万円
歳 出
使ったお金

議会費
1.3％

教育費
8.0％

民生費
29.5％

総務費
18.8％公債費

（借金返済）
12.4％

土木費
11.2％

商工費
0.7％

災害復旧費
0.1％

衛生費
8.4％

農林水産
業費 
5.9％

消防費
3.7％

一般会計決算

項目
会計

決算額（単位：万円）
審議結果

歳　　入（A） 歳　　出（B） ※繰越額（C） 実質収支
（A－B－C）

一般会計 812,499 787,150 2,630 22,719 賛成13：反対1

主
な
特
別
会
計

国民健康保険 190,604 190,410 　0 194 賛成13：反対1

介護保険 167,029 163,117 0 3,912 賛成13：反対1

住宅新築資金等貸付 701 3,892 0 △3,191 全会一致

下水道 120,376 120,006 2,255 △1,885 賛成13：反対1

風力発電 57,129 47,743 0 9,386 全会一致

大栄歴史文化学習館 5,604 5,246 140 218 全会一致

後期高齢者医療 14,549 14,513 0 36 賛成13：反対1

※繰越額　H26年度に事業実施されなかったため、翌27年度に実施することになった額。

議会だより北栄 38号
平成27年11月 2

3億4千万円を積立
　９月定例議会は、９月７日から18日の12日間の会期で開きました。平成26年度決算認定のほかに、
提案された条例や補正など、11議案を可決しました。一般会計、10の特別会計と水道会計の決算を審
議し、全て認定しました。
　一般会計決算は、実質収支２億2719万円の黒字でした。特別会計の決算は、昨年度に引き続き住宅
新築資金等貸付会計と下水道会計が赤字となりました。基金の残高は、前年度に比べ３億４千万円の増
となりました。借金となる町債の残高は、前年度に比べ10億９千万円の減となりました。

自主財源　28.1％

依
存

財
源　71.9％

町税 16.6％

国庫支出金
9.3％

町債
（借金）
6.2％

県支出金
6.9％

譲与税・交付金
3.4％

地方交付税
46.1％

81億2499万円
歳 入
入ったお金

諸収入 2.0％

繰越金 5.5％

その他
 4.0％

認定2
6

年度
決算

町 債（借 金）は 減 少 傾 向



　
　
　

宮
本

　幸
美

　ド
ロ
ー
ン
の
使
用
目
的
は
。

　
　
　
小
澤
政
策
企
画
課
長

　
広
報
の
情
報
発
信
や
災
害
等
の

被
害
状
況
の
確
認
に
使
用
。

　
　
　

津
川

　俊
仁

　操
作
の
講
習
や
資
格
は
、
い
ら

な
い
か
。

　
　
　
小
澤
政
策
企
画
課
長

　
資
格
は
必
要
な
く
、
操
作
し
て

覚
え
る
。
慣
れ
た
職
員
が
複
数
で

担
当
す
る
。

ド
ロ
ー
ン

問答問答

　
　
　
飯
田

　正
征

　主
な
変
更
理
由
は
、
施
工
中
に

南
面
外
壁
の
胴
縁
の
腐
食
や
犬
走

り
の
沈
下
が
判
明
し
た
た
め
と
し

て
い
る
が
、
前
も
っ
て
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
か
。
見
込
み
が
甘
い
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　
杉
本
生
涯
学
習
課
長

　
耐
震
補
強
工
事
を
進
め
る
な
か

で
、
想
定
以
上
の
傷
み
で
あ
っ
た

た
め
、
補
正
を
お
願
い
し
た
。

見
込
み
が
甘
い

問答

　
　
　
長
谷
川

　昭
二

　広
報
使
用
だ
け
で
な
く
、
各
課

で
活
用
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
上

空
で
の
撮
影
は
、
個
人
情
報
の
保

護
が
守
れ
る
か
。

　
　
　
小
澤
政
策
企
画
課
長

　
各
課
の
事
業
に
活
用
す
る
が
、操

作
は
担
当
課
で
対
応
す
る
。個
人
情

報
の
映
像
は
慎
重
に
取
り
扱
う
。

　
　
　

津
川

　俊
仁

　大
誠
こ
ど
も
園
の
工
事
請
負

で
、
足
場
を
組
む
な
ら
天
井
の
掃

除
や
、窓
掃
き
も
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
西
村
教
育
総
務
課
長

　
天
井
の
照
明
10
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

す
る
。
既
設
の
昇
降
機
が
塩
害
で

使
用
で
き
な
い
た
め
、
足
場
を
組

ん
で
交
換
。
掃
除
は
検
討
す
る
。

　
　
　
池
田

　捷
昭

　旧
東
保
育
所
の
貸
受
者
の
概
要
は
。

　
　
　手
嶋
総
務
課
長

倉
吉
市
　
鳥
取
夢
未
来
舎

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所

賃
貸
契
約
　
平
成
27
年
８
月
～

平
成
32
年
３
月

職
員
数
　
９
名

問答あ
わ
せ
て
掃
除
も

問問答誰
に
貸
す

問答

※詳しくはホームページをご覧ください。

一
般
会
計
補
正
予
算

大
栄
体
育
館
耐
震
工
事

議会だより北栄 38号
2015年11月5

〔決算認定以外の議案審議結果〕

条　　例

個人情報保護条例の一部改正 （マイナンバー法の一部施行に伴い） 全会一致
税条例の一部改正 （　　　　　　　〃　　　　　　　） 全会一致
手数料条例の一部改正 （マイナンバー法による通知カード等の再交付） 全会一致
特別医療費助成条例の一部改正 （対象年令の変更） 全会一致
※北栄町の地酒類による乾杯に関する条例 （町内産業の活性化に寄与） 賛成5：反対9

補正予算

一般会計（第４号） （地方交付税等　3億4353万円） 賛成8：反対6
介護保険特別会計（第２号） （国への返還金　4055万円） 全会一致
歴史文化学習館特別会計（第１号） （照明器具の修繕等　218万円） 全会一致
水道会計（第２号） （松神水源地の解体　353万円） 全会一致

その他

まちづくりビジョンの変更 （総合戦略との整合） 全会一致
工事請負変更契約の締結 （大栄体育館耐震補強工事　529万円） 全会一致
損害賠償に係る和解及び額の決定
 （松くい虫防除の空中散布による賠償　4340円） 全会一致

質疑 あれこれ

犬走りにできていた空洞

導入予定のドローン

　
　
　
油
本

　朋
也

　
町
長
の
説
明
は
「
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
の
統
合
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
分
庁
方

式
の
方
が
有
益
と
す
る
理
由
は
。

　
　
　
前
田

　栄
治

　
財
政
面
（
旧
庁
舎
の
維
持
管
理
費
）
合

併
特
例
債
期
限
前
の
か
け
こ
み
。

　
行
政
面
（
指
示
命
令
は
２
ヶ
所
で
も
十

分
伝
わ
る
）
災
害
対
応
時
の
危
険
分
散
に

も
な
る
。

　
　
　
斉
尾

　智
弘

　
北
条
庁
舎
を
使
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

耐
震
補
強
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
前
田

　栄
治

　
北
栄
町
と
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
で

費
用
分
担
を
し
て
、
耐
震
補
強
工
事
を
す

れ
ば
良
い
。

問答問答

―
―
原
案
の
賛
成
討
論
―
―

　
　
　
　
将
来
を
見
据
え
た
庁
舎
統
合
は
、
遅
き
に
失

し
た
。
北
条
地
区
に
総
合
窓
口
を
設
置
し
、

地
域
振
興
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
。

　
　
　
　
大
栄
庁
舎
、
東
隣
り
の
別
館
は
大
変
古
く
、

改
修
・
建
替
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
１
市
４
町
で
の
合
併
の
機
運
は
高
ま
っ
て
い

な
い
。

　
　
　
　
北
条
・
大
栄
地
区
の
良
さ
を
大
切
に
し
、
ま

た
、
各
施
設
の
特
徴
を
活
か
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
、
良
い
北
栄
町
に
な
っ
て
い
く
。

田
中

津
川

斉
尾

浜
本

―
修
正
案
の
賛
成
討
論
―

　
　
　
　
現
有
施
設
は
有
効
活
用
す
べ
き
。

　
　
　
　
地
区
説
明
会
に
町
民
参
加
者
が
少
な

く
、町
民
へ
の
説
明
が
不
足
し
て
い
る
。

町
民
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
町
民
の
思
い
を
第
一
に
考
え
、
各
自
治
会

で
説
明
会
を
開
催
し
責
任
を
果
た
す
べ
き
。

池
田

長
谷
川

阪
本

一
般
会
計
補
正
予
算

庁
舎
統
合
費
に

　
　意
見
割
れ
る

議会だより北栄 38号
平成27年11月 4

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
庁
舎
統
合
整
備
費
８
４
３
万
円
に

つ
い
て
、
減
額
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
反
対
多
数
で
否
決
さ

れ
ま
し
た
。そ
の
後
、補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、賛
成
多
数
で
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

浜
本
・
田
中
・
山
下

森
本
・
宮
本
・
町
田

斉
尾
・
油
本
・
津
川

反
対
議
員

池
田
・
前
田

阪
本
・
飯
田

長
谷
川

賛
成
議
員

池
田
・
山
下
・
前
田

阪
本
・
飯
田
・

長
谷
川

浜
本
・
田
中
・
森
本

宮
本
・
町
田
・
斉
尾

油
本
・
津
川

反
対
議
員

賛
成
議
員

発
議
者

　
　
前
田
　
栄
治

　
　
池
田
　
捷
昭

理
由

　
合
併
前
に
、
分
庁
舎
方
式
に

し
て
、
町
民
に
納
得
し
て
も
ら

い
議
決
し
た
。

　
財
政
的
・
行
政
的
に
必
要
の

な
い
庁
舎
統
合
を
提
案
す
る
こ

と
自
体
、
背
信
行
為
で
あ
る
。

修
正
動
議

否
決

可
決

駐車場予定地の雑林

　
庁
舎
統
合
に
関
す
る
各
議
員
の
考
え
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
初
め
て
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

討
議
を
実
施



賛 否 あ り

　
　
　
　

油
本

　朋
也

　
世
界
的
に
は
、
も
は
や
一
国
が
そ

の
国
の
都
合
だ
け
で
世
界
平
和
の
維

持
に
尽
力
し
て
い
る
諸
外
国
に
、
背

を
向
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
。

　
こ
の
よ
う
な
重
要
法
案
は
十
分
に

納
得
さ
れ
る
ま
で
審
議
さ
れ
る
べ
き

だ
が
、
将
来
の
わ
が
国
の
国
際
的
使

命
を
思
い
、
本
法
案
の
必
要
性
を
認

め
反
対
す
る
。

　
　
　
　

斉
尾

　智
弘

　
今
回
の
法
案
は
憲
法
９
条
の
下
で

は
他
国
防
衛
の
た
め
の
集
団
的
自
衛

権
は
認
め
て
お
ら
ず
、
自
衛
の
措
置

に
限
ら
れ
た
。

　
多
く
の
憲
法
学
者
は
学
問
の
性
質

上
、
自
衛
隊
の
存
在
自
体
が
違
憲
と

い
う
立
場
を
と
る
。
学
者
と
違
い
政

治
家
は
現
実
に
国
民
の
命
を
守
る
責

任
が
あ
る
。
む
や
み
に
国
民
の
不
安

を
あ
お
る
議
論
は
容
認
で
き
な
い
。

反
　対

反
　対

　
　
　
　

津
川

　俊
仁

　
こ
れ
ま
で
政
治
に
参
画
し
て
こ
な

か
っ
た
若
者
や
母
親
な
ど
が
反
対
の

声
を
あ
げ
行
動
し
て
い
る
こ
と
を
、

な
ぜ
総
理
は
見
よ
う
と
し
な
い
の
か
。

　
本
法
案
は
米
国
に
要
請
さ
れ
れ
ば

自
衛
隊
が
地
球
の
裏
側
ま
で
行
け
て

し
ま
う
、
全
く
歯
止
め
の
利
か
な
い

法
案
で
あ
る
。

賛
　成

安
保
法
案
に
反
対
す
る
請
願

　
　
　
　

浜
本

　武
代

　
日
本
は
戦
後
、
そ
の
大
き
な
犠
牲

に
対
す
る
真
摯
な
反
省
と
、
痛
切
な

教
訓
を
も
と
に
、
反
戦
の
精
神
を
大

切
に
守
り
育
て
て
き
た
。
そ
の
平
和
と

民
主
主
義
の
理
念
の
方
向
を
決
し
て

転
換
し
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
思
う
。

　
多
く
の
法
律
の
専
門
家
が
違
憲
と

指
摘
し
て
い
る
こ
の
法
案
を
、
決
し

て
通
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

町
田

　貴
子

　
今
年
６
月
の
衆
議
院
憲
法
審
査
会

で
参
考
人
３
人
全
員
が「
憲
法
違
反
」

と
表
明
。
市
民
団
体
が
国
会
前
で
反

対
集
会
を
開
く
な
ど
、
抗
議
活
動
の

裾
野
は
広
が
っ
て
い
る
。

　
民
主
主
義
、
民
意
を
無
視
し
て
安

保
法
案
を
今
国
会
で
成
立
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

長
谷
川

　昭
二

　
こ
の
法
案
で
の
「
後
方
支
援
」
と

は
、
弾
薬
や
燃
料
の
補
給
、
武
器
や

兵
員
の
輸
送
な
ど
の
活
動
で
、
戦
場

と
な
る
の
は
常
識
で
あ
る
。

　
海
外
で
の
武
力
行
使
を
禁
じ
た
憲

法
を
踏
み
に
じ
る
戦
争
法
案
は
廃
案

し
か
な
い
。

賛
　成

賛
　成

賛
　成
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請願・陳情件名 請願・陳情者名 採決 委員会の意見

集団的自衛権行使を具体化する「安
全保障関連法案」に反対するよう求
める請願

憲法改悪反対鳥取県共同センター
代表　田中　暁

不採択
賛成　５
反対　９

国民の理解が得られるほど十分な
審議は尽くされていないが、法案
の必要性は認められるため

外国人の扶養控除制度の見直しを
求める意見書の採択を求める陳情 小坪　慎也 不採択

全会一致

平成27年に法改正がなされたば
かりであり、現時点では判断がで
きないため

少人数学級の推進と義務教育費国
庫負担制度２分の１復元をはかる
ための、2016年度政府予算に係
る意見書採択の要請について

鳥取県教職員組合中部支部
支部長　筏津　孝行

採　択
全会一致

社会の基盤づくりにつながる子ど
も達への教育は極めて重要であ
り、教育の機会均等と水準の維持
向上を図る必要があるため
� ➡政府に意見書提出

人種差別を扇動するヘイトスピー
チを禁止し処罰する法律の制定に
関する陳情

在日本大韓民国民団鳥取県地方支部
団長　薛　幸夫

採　択
全会一致

ヘイトスピーチ、ヘイトクライム
が一日も早く根絶されるために
は、速やかな法の整備が必要であ
るため�➡政府・国会に意見書提出

請 願 ・ 陳 情 審 査 結 果

護衛艦むらさめ（防衛省HPより）

田
中
・
池
田
・
山
下

前
田
・
森
本
・
宮
本

斉
尾
・
阪
本
・
油
本

浜
本
・
町
田
・
飯
田

長
谷
川
・
津
川

反
対
議
員

賛
成
議
員

不
採
択

ここを う問町
政

９月定例議会では12人の議員が
22問の一般質問を行いました。

質問分野 質　　問　　事　　項 質 問 者 ページ

政治・政策

北栄ゆら由良 川くだり 飯田　正征
８

甘い予算編成 田中　精一
町営住宅由良宿団地 津川　俊仁

９
合併10周年の検証と課題 池田　捷昭
まちづくりビジョンの見直し 阪本　和俊

10
戦争・被爆体験の継承 斉尾　智弘

地方創生

山陰自動車道と周辺整備 山下　昭夫
11

町総合戦略 長谷川昭二
北栄町版CCRC構想 斉尾　智弘

12
結婚支援 浜本　武代

庁舎統合
庁舎統合 池田　捷昭

13
庁舎統合 前田　栄治

福　　祉

後期高齢者医療保険 長谷川昭二
14

子どもの貧困対策 阪本　和俊
生活困窮者の学習支援 斉尾　智弘

15
シニアスポーツ教室 浜本　武代

生活・環境

火災警報器の設置 飯田　正征
16

危険建物の撤去 田中　精一
交通対策 町田　貴子

17
女性消防団員 森本真理子
法定外公共物の維持管理 池田　捷昭

18
道路と水路の管理 斉尾　智弘

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う
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町
政
こ
こ
を
問
う

甘
い
予
算
編
成

町
執
行
部
に
不
信
感

町
長

今
後
は
過
剰
計
上
し
な
い

　
　
　
　
　
　
６
月
の
予

算
補
正
で

３
月
に
成
立
し
た
一
般
会

計
当
初
予
算
の
う
ち
「
宝

く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助

成
事
業
費
」
と
「
町
営
住

宅
由
良
宿
団
地
建
替
設
計

委
託
料
」
が
、
ま
だ
執
行

も
し
な
い
の
に
大
幅
減
額

さ
れ
た
。
予
定
し
て
い
た

国
な
ど
の
交
付
金
が
、
一

部
し
か
交
付
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
原
因
の
よ
う
だ

が
、
ま
さ
に
予
算
編
成
時

田
中

田中　精一
　
　
　
　
　
　
国
等
の
交
付

金
が
、
採
択

決
定
後
速
や
か
に
事
業
執
行

で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
予
算

計
上
で
あ
っ
た
が
、
結
果
的

町
長

　
　
　
　
　
　
レ
ー
ス
で

タ
イ
ム
が

計
測
で
き
な
い
事
態
が
発

生
し
た
。
こ
れ
は
人
為
的

な
過
失
で
は
な
い
の
か
。

防
止
策
に
つ
い
て
伺
う
。

飯
田

　
　
　
　
　
　
ス
ト
ッ
プ

ウ
ォ
ッ
チ
が

２
台
と
も
印
字
不
能
と
な
り

計
測
デ
ー
タ
が
消
失
し
た
。

　
今
後
の
対
応
と
し
て
、
以

下
を
徹
底
し
た
い
。

町
長

飯田　正征

に
関
係
者
に
は
落
胆
さ
せ
た

と
感
じ
て
い
る
。
来
年
度
か

ら
の
予
算
編
成
で
は
、
例
年

の
交
付
実
績
等
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
過
剰
計
上
に
な
ら

な
い
よ
う
関
係
機
関
と
十
分

詰
め
た
い
。
不
採
択
の
団
体

が
再
度
要
望
さ
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
採
択
さ
れ
る
よ
う
関

係
機
関
へ
働
き
か
け
た
い
。

の
詰
め
が
甘
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
関
係
住
民

は
失
望
し
、
町
執
行
部
に

不
信
感
を
抱
い
て
い
る
。

瀬戸・宮ノ下橋を出発

宝くじ事業で購入した和座敷サポートチェア（下神）

ゆら由良 川くだり

町長 手動も併用
タイム不計測の防止策
教委長 改善と確認

❶
機
械
の
み
で
の
対
応
と
せ

ず
、手
動
計
時
も
併
用
す
る
。

❷
機
材
は
複
数
の
人
間
で
確

認
す
る
。

❸
人
的
体
制
を
精
査
、
必
要

人
員
を
配
置
す
る
。

教
育
委
員
長

　
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
運
営
体
制
等
の
改

善
と
確
認
を
行
い
、
大
会
を

運
営
す
る
。
魅
力
の
あ
る
大

会
と
な
る
よ
う
協
議
す
る
。
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政治・政策

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　
合
併
10
周

年
の
節
目

の
検
証
結
果
と
課
題
を
伺

う
。
今
ま
で
の
住
民
へ
の

効
果
は
。
職
員
の
人
材
育

成
は
。
今
後
は
地
方
交
付

税
、
町
税
は
減
少
の
一
途

を
た
ど
り
厳
し
い
財
政
事

情
が
予
想
さ
れ
る
。
危
機

感
が
見
え
な
い
。
本
町
だ

け
で
は
な
く
広
域
的
に
考

え
る
べ
き
。
中
部
を
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

池
田

池田　捷昭
　
　
　
　
　
　
健
康
づ
く
り

活
動
や
高
齢

者
福
祉
も
効
果
を
あ
げ
、
農

業
で
も
活
気
あ
る
産
地
づ
く

り
を
目
指
し
、
観
光
振
興
、

交
流
の
推
進
の
体
制
を
整

え
、
行
財
政
改
革
も
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。

　
今
後
も
北
条
川
放
水
路
周

辺
の
地
盤
沈
下
問
題
は
、
真

摯
な
対
応
を
進
め
て
い
く
。

　
職
員
は
数
値
目
標
を
作
成

し
、
達
成
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
。
中
部
ふ
る
さ
と
広

町
長

　
　
　
　
　
　
由
良
宿
団

地
の
建
て

替
え
は
、
平
成
27
年
度
基

本
計
画
及
び
本
計
画
、
28

年
度
１
棟
建
設
・
完
成
・

入
居
と
い
う
運
び
に
な
っ

て
い
る
が
、
本
計
画
予
算

が
減
額
さ
れ
、
本
設
計
の

め
ど
が
立
っ
て
な
い
。

　
予
定
通
り
建
設
を
進
め

る
た
め
に
は
、
１
棟
分
の

本
設
計
予
算
に
単
町
費
を

投
入
し
て
で
も
、
28
年
度

中
１
棟
完
成
の
当
初
予
定

に
沿
っ
た
計
画
を
推
進
す

べ
き
。

津
川

　
　
　
　
　
　
予
定
し
て
い

た
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
が
減
額
の

た
め
、
工
事
の
発
注
は
早
く

て
も
来
年
度
末
に
な
る
。

　
当
初
の
計
画
通
り
に
推
進

す
る
た
め
の
単
町
費
の
投
入

は
、
中
期
財
政
計
画
、
合
併

特
例
債
の
残
高
や
基
金
残
高

を
勘
案
し
つ
つ
、
国
の
追
加

交
付
の
状
況
、
県
内
再
配
分

の
状
況
な
ど
を
考
え
な
が
ら

決
定
し
た
い
。
計
画
に
変
更

が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
説
明
し

十
分
な
理
解
を
得
た
い
。

町
長

津川　俊仁

域
連
合
は
中
部
振
興
計
画
を

作
り
各
市
町
の
特
徴
や
魅
力

を
生
か
し
て
い
く
。

教
育
委
員
長

　
少
人
数
学
級
編
成
、
習
熟

度
別
学
習
の
推
進
な
ど
、
学

校
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん

だ
。
学
力
は
「
知
識
・
理
解
」

が
全
国
平
均
を
上
回
る
よ
う

に
な
っ
た
。「
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
い

じ
め
・
不
登
校
問
題
に
取
り

組
ん
だ
。

　
今
後
は
社
会
構
造
が
複
雑

化
し
、
教
育
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
問
題
も
起
こ
っ
て

く
る
。
今
ま
で
以
上
に
国
県

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
対
処

し
て
い
く
。

合
併
10
周
年

検
証
と
今
後
の
課
題

町
長

こ
れ
が
町
政
、
検
証
と
課
題

教
委
長

こ
れ
が
教
育
、
検
証
と
課
題

建て替えが待たれる由良宿団地

由良宿団地の遅れ

町長 交付金の追加状況で判断
町費の投入を
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町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　
❶
原
爆
投

下
日
の
サ

イ
レ
ン
を
や
め
た
理
由
は
。

❷
被
爆
者
の
平
均
年
齢
が

80
歳
を
超
え
、
体
験
を
語

り
継
ぐ
こ
と
は
時
間
と
の

闘
い
で
あ
る
。
若
い
人
た

ち
に
戦
争
体
験
の
継
承
を

し
、
平
和
の
大
切
さ
を
訴

え
る
取
り
組
み
が
必
要
。

斉
尾

斉尾　智弘
　
　
　
　
　
　
❶
住
民
か
ら

苦
情
が
あ
り

平
成
23
年
度
か
ら
当
日
朝
の

定
時
放
送
で
原
爆
投
下
時
刻

を
お
知
ら
せ
し
、
黙
と
う
を

捧
げ
る
よ
う
呼
び
か
け
る
形

に
し
た
。
役
場
内
で
は
投
下

の
日
に
黙
と
う
を
実
施
し
て

い
る
。今
後
は
、町
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等

で
の
呼
び
か
け
の
実
施
も
検

討
し
た
い
。

町
長

阪本　和俊

教
育
委
員
長

❷
平
和
に
つ
い
て
し
っ
か
り

と
学
習
し
、
決
し
て
戦
争
を

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
教

え
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
小

中
学
校
に
お
い
て
は
、
発
達

段
階
に
応
じ
て
社
会
科
や
総

合
的
な
学
習
、
学
校
行
事
な

ど
を
通
し
て
戦
争
の
悲
惨
さ

や
平
和
の
誓
い
に
つ
い
て
学

び
、
他
の
児
童
生
徒
に
伝
え

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
❶
創
生
会

議
と
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委

員
会
で
議
論
し
た
結
果
を

も
と
に
制
定
し
た
総
合
戦

略
案
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
定

案
の
最
終
確
認
を
行
い
、

広
く
町
民
か
ら
意
見
を
募

集
さ
れ
た
が
、
そ
の
結
果

を
ど
う
反
映
す
る
の
か
。

❷
イ
チ
ゴ
の
周
年
栽
培
の

取
り
組
み
が
示
さ
れ
た
。

こ
れ
に
は
高
度
な
技
術
と

経
験
が
必
要
で
設
備
投
資

も
大
変
。
計
画
あ
り
き
で

失
敗
す
る
と
思
う
。
十
分

な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

阪
本

　
　
　
　
　
　
❶
地
方
創
生

へ
の
取
り
組

み
に
不
可
欠
な
視
点
と
し

て
、
町
民
に
周
知
徹
底
し
全

員
で
取
り
組
み
を
実
践
す
る

こ
と
、
農
業
や
観
光
、
文
化

な
ど
幅
広
い
分
野
へ
の
意
見

を
い
た
だ
い
た
。
私
を
本
部

長
と
し
管
理
職
と
で
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
、
具
体
的
施

策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

❷
イ
チ
ゴ
は
大
手
洋
菓
子

メ
ー
カ
ー
が
、
全
量
買
い
取

る
た
め
産
地
化
に
取
り
組
む

計
画
を
盛
り
込
ん
だ
。Ｊ
Ａ
、

県
、
町
と
で
研
究
会
を
開
き

課
題
を
共
有
し
た
。
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
中
部
の
市
、

町
の
広
域
で
検
討
し
て
行
く
。

町
長

県被爆協発行の体験文集

イチゴを使ったショートケーキ

まちづくりビジョンの見直し

町長 中部広域で検討
イチゴは失敗する

戦
後
70
年

戦
争・被
爆
体
験
の
継
承

町
長

定
時
放
送
で

教
委
長

す
で
に
平
和
学
習
を
実
践

議会だより北栄 38号
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町
政
こ
こ
を
問
う

企
業
誘
致
・
支
援

専
門
職
員
の
配
置
を

町
長

現
行
体
制
で

　
　
　
　
　
　
地
方
創
生

の
総
合
戦

略
の
施
策
で
次
の
３
点
は
。

❶
雇
用
創
出
は
最
重
要
課

題
で
あ
る
。
企
業
誘
致
や

企
業
へ
の
支
援
な
ど
専
門

的
に
業
務
に
携
わ
る
職
員

体
制
が
必
要
。

❷
新
規
就
農
す
る
場
合
の

初
期
投
資
の
支
援
は
。

❸
国
の
支
援
が
な
く
て
も

進
め
る
の
か
。

長
谷
川

長谷川　昭二
　
　
　
　
　
　
❶
産
業
振
興

課
の
農
商
工

推
進
室
で
対
応
す
る
。
専
門

性
が
必
要
と
な
る
事
業
は
、

国
や
県
、県
産
業
振
興
機
構
、

大
学
等
と
連
携
し
取
り
組
む
。

❷
国
、
県
と
連
携
し
た
支
援

町
長

　
　
　
　
　
　
山
陰
道
・

北
条
道
路

が
自
動
車
専
用
道
路
と
し

て
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
、

ほ
ぼ
決
定
し
た
よ
う
だ
。

町
と
し
て
開
通
に
照
準
を

合
わ
せ
た「
大
栄
道
の
駅
」

の
拡
充
、「
コ
ナ
ン
通
り

周
辺
」
の
整
備
、
町
商
工

会
の
「
集
合
店
舗
構
想
」

等
に
、
ど
う
対
応
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

山
下

　
　
　
　
　
　
山
陰
道
の
県

内
全
線
開
通

で
、
単
な
る
通
過
点
に
さ
せ

な
い
よ
う
、
誘
客
を
促
進
す

る
仕
掛
け
づ
く
り
、
魅
力
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
「
大
栄
道
の
駅
」
移

転
や
増
設
を
検
討
し
た
い
。

コ
ナ
ン
通
り
の
さ
ら
な
る
見

所
の
充
実
と
、
飲
食
施
設
の

設
置
を
働
き
か
け
た
い
。
町

商
工
会
の
集
合
店
舗
は
、
来

年
夏
ご
ろ
の
オ
ー
プ
ン
を
め

ざ
し
て
動
き
始
め
た
の
で
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
。

町
長

山下　昭夫

企業誘致は産業振興課で

お台場付近の自専道予定地

山陰自動車道と周辺整備

町長 通過点にさせない
開通にどう対応

を
導
入
。

❸
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
国

か
ら
の
支
援
が
得
ら
れ
な
い

場
合
は
、
他
の
補
助
金
を
検

討
す
る
。
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町
政
こ
こ
を
問
う

結
婚
支
援

応
援
体
制
は

町
長

広
域
連
携
で
検
討

　
　
　
　
　
　
婚
活
事
業

が
大
変
難

し
い
現
状
の
中
で
、
結
婚

に
つ
い
て
地
域
で
の
応
援

体
制
や
出
会
い
の
場
を
提

供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
気
軽
に
相
談
で
き
る
場

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
は
。

浜
本

浜本　武代
　
　
　
　
　
　
今
年
度
、
男

女
の
出
会
い

の
場
と
し
て
婚
活
イ
ベ
ン
ト

を
２
回
実
施
し
、
６
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
た
。

　
し
か
し
、
婚
活
事
業
を
実

施
す
る
上
で
女
性
の
参
加
者

が
少
な
い
。
こ
れ
を
踏
ま
え

町
長

斉尾　智弘

中
部
地
区
で
の
広
域
連
携
が

効
果
的
で
あ
ろ
う
と
考
え
、

中
部
地
区
担
当
者
で
検
討
を

始
め
た
。
ま
た
、
相
談
体
制

は
民
間
で
実
施
し
、
町
は
広

報
等
で
支
援
し
、
官
と
民
で

協
働
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
地
方
に
移

住
す
る
高

齢
者
の
受
け
入
れ
拠
点
と

し
て
医
療
、
介
護
、
生
涯

学
習
を
か
な
え
る
な
ど
総

合
的
な
機
能
を
備
え
た
日

本
版
※
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
が

進
ん
で
い
る
。
本
町
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

斉
尾

　
　
　
　
　
　
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
、
目

標
達
成
の
た
め
若
者
や
子
育

て
世
代
に
重
点
を
置
い
た
施

策
を
進
め
る
。

　
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
制
度
の
具
体
化

や
導
入
に
向
け
て
検
討
さ
れ

て
い
る
県
内
の
状
況
に
つ
い

て
情
報
を
収
集
し
検
討
し
て

い
き
た
い
。

町
長

地域の人に見守られて

高齢者向け住宅（べるびゅー大栄）の食堂

CCRC構想

町長 情報収集を
移住者の増加は

※�

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
＝
生
涯
活
躍
の
ま
ち
。

元
気
な
中
高
齢
者
移
住
の
受
け
皿

と
な
る
、
幅
広
い
年
齢
層
、
居
住

者
や
地
域
住
民
に
よ
る
多
世
代
交

流
機
能
と
安
心
の
医
療
・
介
護

機
能
を
備
え
た
生
活
共
同
体
。
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町
政
こ
こ
を
問
う

池田　捷昭
　
　
　
　
　
　
合
併
前
、

町
長
は
北

条
庁
舎
を
分
庁
舎
と
す
る

提
案
を
し
、
議
会
は
全
会

一
致
で
議
決
し
た
。
庁
舎

を
統
合
す
る
こ
と
は
、
議

決
を
覆
す
こ
と
に
な
る
重

要
事
項
で
あ
る
。
自
治
基

本
条
例
第
15
条
に
よ
る
住

民
投
票
で
住
民
の
意
思
を

確
認
し
た
上
で
、
賛
否
を

決
す
る
べ
き
で
は
。

池
田

　
　
　
　
　
　
合
併
協
定
書

の
記
載
が
絶

対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ

の
時
々
の
社
会
情
勢
に
あ
っ

た
判
断
を
す
べ
き
と
考
え

る
。
庁
舎
統
合
は
町
長
と
議

会
が
責
任
を
も
っ
て
判
断
す

べ
き
で
あ
る
。

　
住
民
投
票
は
直
接
住
民
の

意
思
を
反
映
す
る
が
、
住
民

間
に
し
こ
り
を
残
す
可
能
性

も
あ
り
、
取
り
扱
い
は
慎
重

に
し
た
い
。
こ
の
問
題
は
住

民
投
票
で
は
な
く
、
議
場
で

決
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

町
長

庁
舎
統
合

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は

町
長

課
題
の
説
明
が
先
決

　
　
　
　
　
　
地
域
座
談

会
を
６
月

に
８
会
場
で
開
催
さ
れ
、

庁
舎
統
合
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
た
。
反
対
意
見
は
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
座
談
会
だ
け
で
町

民
の
合
意
形
成
が
な
さ
れ

た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
昨
年
12
月
議
会
に
お
い

て
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
は
と
い
う
提
案

に
、
検
討
し
た
い
と
い
う

答
弁
を
い
た
だ
い
た
が
、

前
田

前田　栄治
　
　
　
　
　
　
平
成
22
年
９

月
に
全
員
協

議
会
で
統
合
の
方
針
を
説
明

し
、
平
成
23
年
の
地
域
座
談

会
に
お
い
て
町
民
の
皆
さ
ん

に
説
明
し
て
以
来
、
４
年
以

上
に
わ
た
り
こ
の
問
題
に
つ

い
て
協
議
し
て
き
た
。
今
年

度
の
座
談
会
で
、
ご
意
見
、

質
問
と
と
も
に
不
安
の
声
も

町
長

あ
っ
た
が
、
理
解
、
賛
成
の

声
も
聞
い
て
い
る
。
地
域
に

出
向
き
、
統
合
の
方
針
に
つ

い
て
理
解
を
い
た
だ
い
た
と

感
じ
て
い
る
。

　
庁
舎
統
合
を
実
施
し
、
課

題
を
解
決
し
て
い
く
。ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
っ
て
実

施
の
有
無
を
判
断
す
る
の
で

は
な
く
、課
題
を
直
接
住
民
に

説
明
し
て
い
く
こ
と
が
先
決

で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。北条庁舎

大栄庁舎

庁舎統合

町長 議会で判断
住民投票の実施を

検
討
し
た
時
期
と
結
果
を

聞
き
た
い
。
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町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　
❶
全
国
的

に
子
ど
も

を
巻
き
込
ん
だ
残
酷
な
事

件
が
続
発
し
て
い
る
。

　
理
由
は
貧
困
が
要
因
の

一
つ
と
考
え
て
い
る
。

　
学
ぶ
、
遊
ぶ
、
医
療
を

受
け
る
な
ど
子
ど
も
に

と
っ
て
当
た
り
前
の
生
活

が
難
し
い
状
態
に
な
っ
て

い
る
。
原
因
究
明
し
対
策

を
講
じ
る
べ
き
と
思
う
。

❷
教
育
現
場
で
の
給
食
費

阪
本

阪本　和俊
　
　
　
　
　
　
❶
生
活
保
護

の
状
況
は
、

受
給
者
は
70
名
54
世
帯
。一
人

親
家
庭
は
３
世
帯
。町
に
移

管
さ
れ
て
か
ら
受
給
者
は
減

り
、こ
の
１
～
２
年
は
減
少
の

傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
認
定
の
数
が
減
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
就
労
等
に
よ

る
保
護
の
廃
止
や
転
出
、
死

亡
等
の
数
が
そ
れ
を
上
回
っ

町
長

長谷川　昭二

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

　
最
低
限
度
の
生
活
保
障
と

自
立
を
助
長
す
る
こ
と
が
目

的
で
、
さ
ら
に
積
極
的
に
相

談
事
業
に
取
り
組
む
。

教
育
委
員
長

❷
給
食
費
の
滞
納
は
、
増
加

傾
向
に
あ
る
。

　
不
登
校
の
状
況
は
平
成
26

年
度
い
じ
め
の
認
知
数
29
件

不
登
校
は
11
名
で
あ
っ
た
。

子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る
法

律
が
施
行
さ
れ
て
、
貧
困
、

学
力
保
障
等
の
総
合
的
な
支

援
を
展
開
す
る
た
め
、
就
学

援
助
制
度
の
活
用
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
　
後
期
高
齢

者
医
療
制

度
は
、
低
所
得
者
の
保
険

料
を
最
大
９
割
軽
減
す
る

特
例
措
置
が
あ
る
。
こ
れ

を
段
階
的
に
廃
止
す
る
医

療
制
度
改
革
法
が
成
立
し

た
。
特
例
軽
減
の
廃
止
に

よ
り
保
険
料
は
２
倍
、
３

倍
に
。
被
扶
養
者
は
10
倍

に
な
る
等
の
試
算
も
あ

る
。
国
に
対
し
、
特
例
軽

減
を
廃
止
し
な
い
よ
う
求

め
て
は
ど
う
か
。

長
谷
川

　
　
　
　
　
　
持
続
可
能
な

医
療
制
度
や

国
民
皆
保
険
を
維
持
す
る
た

め
に
、
特
例
措
置
の
廃
止
も

含
め
、
制
度
改
革
法
が
成
立

し
た
。
こ
の
廃
止
に
よ
り
、

負
担
が
大
き
い
場
合
に
は
、

さ
ら
な
る
激
変
緩
和
措
置
等

も
必
要
で
あ
り
、
そ
の
場
合

は
広
域
連
合
と
連
携
し
国
に

要
望
す
る
。

町
長

県広域連合発行の保険証

後期高齢者医療保険

町長 さらなる激変緩和措置を
特例軽減は必要

子
ど
も
の
貧
困

そ
の
対
策
は

町
長

生
活
保
護
の
適
正
な
運
用

教
委
長

総
合
的
な
支
援

の
滞
納
や
い
じ
め
、
不
登

校
の
状
況
は
。
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福祉

町
政
こ
こ
を
問
う

斉尾　智弘
　
　
　
　
　
　
生
活
困
窮

者
自
立
支

援
制
度
の
学
習
支
援
を
拡

充
す
る
た
め
、
次
の
３
点

を
伺
う
。

❶
指
導
者
と
し
て
、
教
員

Ｏ
Ｂ
の
力
を
借
り
る
こ
と
。

❷
支
援
対
象
者
を
小
学
生

ま
で
広
げ
る
こ
と
。

❸
鳥
取
中
央
育
英
高
校
の

生
徒
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
。

斉
尾

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室

送
迎
は
で
き
な
い
か

町
長

町
と
し
て
も
検
討

　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室

は
、毎
週
２
回
実
施
さ
れ
、

高
齢
者
の
健
康
維
持
や
健

康
寿
命
の
延
伸
に
効
果
が

上
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
利
用
し
た
い
が
、

車
の
運
転
が
で
き
な
い
町

民
の
方
を
送
迎
で
き
な
い

か
。
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

機
会
の
提
供
の
た
め
に
も

検
討
を
。

浜
本

浜本　武代
　
　
　
　
　
　
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー

ツ
教
室
は
、

自
力
で
の
参
加
を
基
本
と
し

送
迎
は
し
て
い
な
い
。
近
所

で
誘
い
合
い
、
乗
り
合
わ
せ

町
長

て
の
参
加
も
あ
る
。
参
加
者

が
多
く
、
今
後
の
体
制
も
考

慮
の
上
、
町
と
し
て
で
き
る

こ
と
を
考
え
る
。

バランスボールで健康維持

学習支援の拡充

町長 事業効果を検証・分析
自立するために

　
　
　
　
　
　
❶
教
員
の
Ｏ

Ｂ
を
活
用
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
制
度
的

に
は
可
能
で
は
あ
る
。

❷
❸
鳥
取
中
央
育
英
高
校
の

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
制

度
的
に
は
対
応
可
能
で
あ
る
。

　
事
業
対
象
を
小
学
生
ま
で

広
げ
早
い
段
階
で
学
習
習
慣

を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
学

力
向
上
に
つ
な
が
る
要
素
で

あ
り
、
教
員
Ｏ
Ｂ
も
合
わ
せ

て
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
用
も
検
討
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
や
学
習
指
導

能
力
、
事
業
実
施
方
法
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
る
。
現
行

の
事
業
効
果
を
検
証
・
分
析

し
、
再
度
検
討
し
た
い
。

町
長

議会だより北栄 38号
2015年11月15
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町
政
こ
こ
を
問
う

危
険
建
物
の
撤
去

補
助
金
の
遡
及
適
用
を

町
長

考
え
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
由
良
宿
二

区
地
内
に

あ
る
火
災
後
の
工
場
跡
が
、

い
ま
だ
放
置
さ
れ
て
い
る
。

平
成
26
年
3
月
に
制
定
し

た
空
き
家
適
正
管
理
条
例

の
効
果
に
期
待
し
た
が
、

い
っ
こ
う
に
進
展
せ
ず
、

肩
透
か
し
を
食
ら
っ
た
思

い
で
あ
る
。
こ
の
際
、
今

年
か
ら
本
町
独
自
で
創
設

し
た
「
火
災
に
よ
る
廃
棄

物
処
理
費
等
補
助
金
」
を

田
中

田中　精一
　
　
　
　
　
　
あ
く
ま
で
所

有
者
に
よ
る

解
体
・
処
分
が
な
さ
れ
る
よ

町
長

飯田　正征

う
、
話
し
合
い
を
重
ね
て
い

る
。
見
通
し
と
し
て
は
、
所

有
者
は
前
向
き
に
考
え
て
い

る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
行
政

処
分
と
な
る「
命
令
」や「
公

表
」
を
行
う
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。
ま
た
、
提
案
の
単

町
補
助
の
遡
及
適
用
は
、
以

前
の
火
災
で
自
力
解
体
・
撤

去
さ
れ
た
罹
災
者
と
の
間
に

不
公
平
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
平
成
23
年

６
月
に
全

て
の
住
宅
へ
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

た
。
設
置
し
た
住
宅
で
は

火
災
に
よ
る
死
亡
率
が
下

が
っ
て
い
る
が
、
本
町
に

お
い
て
今
年
２
件
の
住
宅

火
災
が
発
生
、
３
名
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
た
。

　
本
町
は
火
災
警
報
器
を

全
戸
に
無
料
配
布
し
て
い

る
が
、
配
布
後
に
設
置
状

況
の
確
認
を
行
っ
て
い
る

か
。
広
域
消
防
、
町
消
防

飯
田

　
　
　
　
　
　
消
防
署
、
消

防
団
、
関
係

機
関
と
協
力
し
な
が
ら
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
一
層
の
適

正
設
置
に
つ
い
て
広
報
・
啓

発
を
行
う
。
火
災
予
防
啓
発

を
推
進
し
、
こ
れ
以
上
火
災

に
よ
る
被
害
が
出
な
い
よ
う

取
り
組
む
。

町
長

放置された火災建物

設置された警報器

火災警報器

町長 適正設置を啓発
設置の確認

団
、自
治
会
自
衛
消
防
団
、

自
治
会
の
協
力
を
得
て
各

家
庭
を
訪
問
し
、
設
置
を

推
進
し
て
は
ど
う
か
。

※�

遡
及
（
そ
き
ゅ
う
）
適
用
＝
条
例

や
制
度
の
効
力
が
、
そ
の
施
行

以
前
に
生
じ
た
事
項
に
ま
で
及

ぶ
こ
と
。

見
直
し
て
本
物
件
に
補
助

金
を
※
遡
及
適
用
し
、解
体・

撤
去
交
渉
を
進
展
さ
せ
て

は
ど
う
か
。

議会だより北栄 38号
平成27年11月 16
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町
政
こ
こ
を
問
う

町田　貴子
　
　
　
　
　
　
生
活
に
欠

か
せ
な
い

交
通
手
段
の
確
保
は
最
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
本
町
で
は
、
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
を
実
施
し
、
助

成
を
行
っ
て
い
る
が
「
利

用
し
づ
ら
い
」
な
ど
の
声

が
あ
る
。
兵
庫
県
豊
岡
市

の
取
り
組
み
（
車
を
市
が

購
入
し
、
地
元
住
民
が
作

る
協
議
会
に
貸
与
し
、
経

費
も
市
が
負
担
す
る
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
。
乗
り
場

は
個
人
宅
前
、上
限
２
０
０

円
）等
を
参
考
に
町
民
の

た
め
の
移
動
手
段
の
確
保

を
進
め
て
は
ど
う
か
。

町
田

　
　
　
　
　
　
本
町
で
は
、

豊
岡
市
と
は

違
い
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

を
民
間
タ
ク
シ
ー
業
者
へ
委

託
し
て
い
る
。

　
現
在
は
西
高
尾
駐
車
場
か

ら
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館
ま

で
、
１
日
往
復
５
便
、
料
金

は
大
人
２
０
０
円
で
運
行

し
、
平
成
26
年
度
の
延
べ
利

用
者
数
は
３
９
０
人
。
こ
の

実
績
と
と
も
に
、
費
用
的
な

も
の
と
比
較
し
て
も
、
当
面

は
現
在
の
ま
ま
で
運
行
を
続

け
た
い
。

町
長

女
性
消
防
団
員

活
動
の
現
状

町
長

広
報
な
ど
の
後
方
支
援

　
　
　
　
　
　
全
国
各
地

で
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
、
避
難

所
で
の
応
急
救
護
、
特
に

細
や
か
な
気
遣
い
が
必
要

な
高
齢
者
や
子
ど
も
に

と
っ
て
、
女
性
消
防
団
員

の
存
在
は
か
か
せ
な
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
町
の
、
４
名
の
女
性

消
防
団
員
の
活
動
内
容
、

待
遇
は
。

森
本

森本　真理子
　
　
　
　
　
　
女
性
団
員
は

消
火
活
動
な

ど
の
前
線
に
は
出
ず
、
主
に

防
火
啓
発
、
広
報
活
動
と

い
っ
た
後
方
支
援
を
担
っ
て

い
る
。
ま
ず
は
、
女
性
消
防

団
員
に
つ
い
て
、
正
し
く
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
積
極
的
に
活

動
の
場
を
広
げ
、
住
民
の
み

町
長

な
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
機
会

を
増
や
し
て
、
実
際
の
団
員

の
姿
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

　
年
間
報
酬
３
６
、５
０
０

円
、
出
動
手
当
は
１
回
に
つ

き
４
、２
０
０
円
。
被
服
の

貸
与
、
５
年
以
上
に
な
る
と

保
険
や
退
職
報
償
金
が
支
払

わ
れ
る
。

９月13日の総合防災訓練で指導中

もっと利用しやすく

外出支援

町長 当面は現在のままで
より便利な交通手段
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町
政
こ
こ
を
問
う

道
路
と
水
路
の
管
理

住
み
や
す
い
環
境

町
長

必
要
が
あ
れ
ば
改
修
も

　
　
　
　
　
　
国
坂
東
自

治
会
か
ら

み
ど
り
団
地
に
至
る
南
側

の
水
路
は
勾
配
が
少
な
く

水
は
け
が
悪
い
。
ハ
エ
や

蚊
の
発
生
源
と
な
り
大
変

困
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
道
路
は
一
部
通

学
路
に
な
っ
て
い
る
が
、

道
幅
は
狭
く
車
の
通
行
も

多
い
。
住
民
が
安
心
し
て

住
め
る
環
境
づ
く
り
が
必

要
で
あ
る
。

斉
尾

斉尾　智弘
　
　
　
　
　
　
国
坂
東
自
治

会
の
南
側
水

路
は
流
れ
が
悪
く
、
必
要
が

あ
れ
ば
改
修
も
考
え
る
。

　
み
ど
り
団
地
南
側
の
道
路

は
町
道
部
分
に
雑
草
が
多

町
長

池田　捷昭

く
、
交
通
事
故
が
発
生
し
な

い
よ
う
管
理
し
て
い
く
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策
は
周

辺
関
係
自
治
会
住
民
へ
の
交

通
安
全
指
導
、
保
護
者
へ
の

啓
発
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
※
法
定
外

公
共
物
の

所
有
権
・
管
理
義
務
が
国

か
ら
市
町
村
に
譲
渡
さ
れ

た
後
、
当
然
地
方
交
付
税

の
措
置
は
講
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
を
担
う
土
地

改
良
区
の
業
務
量
が
増
え

た
。
組
合
員
も
高
齢
化
し

管
理
が
大
変
で
あ
り
、
職

員
給
与
も
低
く
抑
え
ら
れ

て
い
る
。

　
所
有
・
管
理
者
で
あ
る

町
の
維
持
管
理
の
あ
り
方

は
。
土
地
改
良
区
の
町
へ

の
移
管
運
営
を
、
検
討
す

べ
き
で
は
。

池
田

　
　
　
　
　
　
法
定
外
公
共

物
は
今
後
も

関
係
者
、
自
治
会
で
管
理
運

営
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
水
路
な
ど
土
地
改
良
区

の
施
設
が
存
在
す
る
場
合

は
、
土
地
改
良
区
と
受
益
者

に
維
持
管
理
し
て
い
た
だ

き
、
大
規
模
な
修
繕
は
補
助

事
業
に
よ
り
進
め
た
い
。

　
維
持
管
理
は
今
後
も
自
治

会
、
関
係
者
、
土
地
改
良
区

と
連
携
し
な
が
ら
行
う
。
土

地
改
良
区
の
運
営
移
管
は
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

町
長

みどり西団地の南側水路

法定外公共物

町長 現状維持
今後の維持管理は

※�

法
定
外
公
共
物
＝
道
路
法
や
河
川

法
と
い
っ
た
法
律
の
適
用
又
は
準

用
の
な
い
道
路
や
水
路
の
こ
と
。

　�

　
具
体
的
に
は
住
民
の
身
近
に

あ
る
里
道
や
水
路
の
こ
と
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追跡

一般会議

　今年で５回目を迎えた町民運動

会。過去４回はすべて北条中学校グ

ラウンドで開催してきたが、参加

チームは第１回の32チームをピー

クに年々減少。参加増加策として北

条・大栄地区での交互開催を提案し

てきた。その結果、お台場公園で開

催されたが、残念ながら昨年の24

チームから１チーム減少であった。

【平成26年９月・10月行政報告会】
問【田中　精一】参加チームの増加策として、両地区を交互開催すべき。
　 �【杉本生涯学習課長】検討したい。答

町民運動会、もっと参加を！

あの質問はどうなった?

集合店舗建設に支援を
（１）　�免許センター跡地への集合店舗並び

に運営に係る支援策について
（２）　�商工担当専門課の新設による商工業

者の育成支援の強化について
（３）　�事業所の雇用の確保と若者の地元定

着について
（４）　�北栄町の発注する公共工事について
（５）　�県立美術館＆まんがミュージアムの

誘致について

※�意見交換の内容は、次号で掲載いたします。

議会基本条例に基づき、９月29日に商工会と一般会議を開催しました。
商工会19人と議会11人が、下記５項目について、意見交換をしました。

⬇

９月27日（日）町民運動会

大栄地区（お台場公園）で初開催

議会だより北栄 38号
2015年11月19



北栄町役場大栄庁舎別館（由良宿一区）旧海軍分遣隊駐屯隊跡の門柱（国坂浜）

Ｄ Ａ Ｔ Ａ 人口 / 15,548 人（男 7,429 人・女 8,119 人）・世帯数 5,293 世帯（平成 27 年 10 月 1 日現在）※外国人含

　
議
員
の
役
割
と
し
て
行
政
の

チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
あ
る
識
者
曰
く
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
い
れ
ば

よ
い
と
い
う
議
員
が
い
る
が
、
政

策
立
案
や
討
論
も
仕
事
で
あ
る
と

い
う
。
し
っ
か
り
と
議
員
力
を
身

に
つ
け
町
民
の
付
託
に
応
え
た
い
。

　
私
自
身
の
い
さ
め
と
し
て
、
い

た
だ
い
た
言
葉
が
あ
る
。
文
豪

ゲ
ー
テ
曰
く
「
永
久
に
否
定
ば
か

り
す
る
。
永
久
に
反
対
の
態
度
を

取
る
（
中
略
）、
そ
う
い
う
こ
と

を
す
る
く
ら
い
な
ら
、
私
は
い
っ

そ
首
を
く
く
っ
て
死
ん
だ
ほ
う
が

ま
し
だ
」
と
。
文
豪
に
笑
わ
れ
な

い
よ
う
に
研
鑽
を
積
み
た
い
。

�

斉
尾
　
智
弘

編

後
集

記

発
行
責
任
者

　
議
　
長
　
井
上
信
一
郎

編
集

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
宮
本
　
幸
美

　
副
委
員
長
　
斉
尾
　
智
弘

　
　
　
　
　
油
本
　
朋
也

　
　
　
　
　
森
本
真
理
子

　
　
　
　
　
田
中
　
精
一

　
　
　
　
　
浜
本
　
武
代

知っとんなる？こんな北栄

　昭和44年４月に旧県立由良育英高等学校・第５校舎として新築
された。その後、同校の全面移転に伴い、校舎跡地と第５校舎は旧
大栄町が鳥取県から有償で譲り受けた。
　昭和56年10月、同地に大栄町役場が新築移転し、第５校舎は書
庫等の付属施設として改装。さらに平成の大合併で北栄町役場大栄
庁舎別館に引き継がれてきた。
　このほど９月定例議会で、平成29年４月の庁舎統合に伴い、解
体されることが決定した。

　周辺一帯数か所に、かつて海軍の通信基地があったことを物語る
門柱が残る。
　町内で見ることのできる軍事遺構である。昭和13〜14年頃、日華
事変の終息を見ないまま、より大きな戦争体制へ入り込もうとして
いた。
　ここは舞鶴につながる日本海沿岸で、その通信基地の一つである。
　基地には終戦まで軍人、軍属が配属されていた。

双子 ちゃんかわいい
田中　海

かい

斗
と

くん・七
なな

海
み

さん
（11歳・田井）（左） （右）

横山　聖
せい

菜
な

さん・瑠
る

以
い

くん
（11歳・大谷）（左） （右）

　将来の夢は、海斗が「長生きしたい」、七海が「外
国に住みたい」です。
　家族で行った東京旅行は、大切な思い出です。
元気で素直に育ってほしいと思います。

　聖菜は、なわとびが得意、瑠以は、ゲームが大
好きです。
　４世代、７人家族です。２人とも健康で、やさ
しい子になってほしいと思っています。

掲載双子ちゃん募集中

掲載双子ちゃん募集中

掲載双子ちゃん募集中
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